
●

現在

※１ 即応病床数（コロナ確保病床以外の病床数含む）

※２ コロナ確保病床数

●

16:00

17:00

17:00

16:00

歓迎

参加内容

参加

社会福祉協議会

055-949-5818

場所 主催日

16

歓迎水

大仁庁舎

第3会議室

私/私の職場/私の職種で取り組んでいる

「まちづくり」

相談センター

0558-76-8010

木

ホテル

天坊

大仁庁舎

第3会議室

相談センター

15:00

0558-76-8010

時間 イベント名

運転免許証自主返納支援事業について

病床数 B 病床利用率A/B

1,089床※1 72.8%

797床※2 99.5%
793人

資料入手可

令和5年度向け
いきいきサロン説明会

内容

内容金

0558-76-8010

本庁

災害対策室

参加

火 参加 資料入手可

20
13:30

介護の会
韮山福祉・

保健センター15:00

月 内容

第3回壮年塾期が活躍するいきいき

長寿社会づくりワークショップ

（相談センターより）いきいきサロン代表者へ向けた

地区サロンへの支援に関する説明など

韮山福祉・

保健センター

第１０回
医療と福祉の多職種勉強会

内容

21

火 内容

『医療ひっ迫防止対策強化宣言』発出中(県)

障がい福祉課

0558-76-8007

大仁庁舎

第3会議室

22

内容
仮・今年度の取組報告と来年度の活動のに
ついて

水
入院患者数 A

実施期間：1月13日（金）～2月10日（金）

本県の新型コロナウイルスの感染状況は国評価レベル３

（医療負荷増大期）です

　　一人ひとりが感染しない・させない取組【自助】と

みんなで拡げない取組【共助】の徹底をお願いします

　自動車等の運転に不安を持つ方の運転免許証の自主返納を支援

　するために『タクシー・バス・鉄道利用権』を交付しています。

　目的：市民による交通事故の防止・減少

　対象者：市に住民登録のある方で、運転免許証を自主返納して

　　　　　　　から6か月以内の人

　交付タクシー、バス、鉄道利用券：100円券×100枚合計1万円分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（翌年度の3月末まで使えます）

　申請・交付窓口：大仁庁舎長寿介護課（田京299-6）

　　　　　　　　　　　　　　☎０５５８－７６－８０１１

ワークショップ
（各チームで作戦会議＆打診会）

16:30

16:30

1/27

相談支援事業所部会22

24

未定 参加 不可

0558-76-8010

19:00
在宅医療及び介護連携推進会議

相談センター

13:15
主任介護支援専門員連絡会

参加

055-949-5818

社会福祉協議会

　社会福祉協議会主催の災害ボランティアセンター運営訓練

が1月21日（土）に韮山福祉・保健センターと特養「韮山・ぶ

なの森」駐車場で実施されました。

　訓練は、震度5強の地震により山間部の地域が孤立したた

め、被災地域の近くにサテライト（特養「韮山・ぶなの森」駐車

場）を設けるとの想定でおこなわれました。

　災害ボランティアコーディネーター、民生児童委員、自治会役

員等の約60名が参加してくださり、運営方法や開設の手順等

の確認がされました。

これからも出来るだけ多くの皆様に参加いただき、訓練等を通

じて、災害時のさまざまな状況に対応できるよう備えていけれ

ばと思います。

木

相談センター

参加 不可

あやめ会館
13:30

資料入手可内容 参加

20

0558-76-8010
未定

認知症地域支援推進員連絡会/

認知症初期集中支援チーム員会議16:30

認知症カフェなどについての情報・意見交換／チーム対象

者の選定・支援方法の検討

19:00

20:00

近況報告、おしゃべり

055-949-5818

20
0558-76-0111

月

月

相談支援事業所部会9
障がい福祉課

0558-76-8007

事例検討内容 参加

参加

不可

事例検討

19:00

不可

自主勉強会

内容

17:30

（相談センターより）いきいきサロン代表者へ向けた

地区サロンへの支援に関する説明など

令和５年度向け
いきいきサロン説明会15:30

社会福祉協議会

15:00

Zoomにて
伊豆保健医療センター

参加 歓迎

不可

本庁

第１会議室

相談センター

20:00

内容
研修会
（全方位アセスメント、困難事例検討）

28

11:30

金

10:00
24

共有ツール

伊豆の国市から、医療・福祉・介護に携わる皆様と共有したい情報を発信します。

R5.2.1発行
静岡県伊豆の国市役所 福祉事務所

福祉こども相談センター

電話：0558－76－8010

COVID-19感染症拡大防止のため、急きょ、中止や延期となる可能性もあります。

各種会議等の開催については、各主催者にお問い合わせ下さい。

今月の1枚



　

　・現在実施中の２価ワクチン接種は、オミクロン株に対し従来型ワクチンを上回る重症化予防効果と共に感染予防効果や発症予防効果も期待されます。

　・重症化リスクのある人と接する方、旅行やイベントに参加する方は、ワクチン接種を積極的に検討してください。

〇医療ひっ迫時の受診等
　・夜間・休日は、軽い風邪症状だけの場合は、受信を控え、平日の日中にかかりつけ医など地域の医療機関を受診してください。

　・症状が軽く、重症化リスクの低い方は、受診を控え、自己検査をし、陽性の場合には、自己検査・療養センターに登録し、そのまま療養してください。

〇不織布マスク着用の徹底
　・飲食の際にはマスクを外しての会話は同居の家族のみとし、それ以外の方とは食べる時は会話せず、会話する時は不織布マスクの着用をお願いします。

〇旅行や移動の際の注意
　・旅行や移動の際は、混雑した場所や換気の悪い場所、大勢の人が密集する場所など感染リスクの高い場所への外出は極力控えるようお願いします。

〇イベント（催事）への参加の際の注意

県が「医療ひっ迫防止対策強化宣言」を発出し、皆様へのお願いをHPに掲載

県民の皆様へのお願い【自助の取り組み】
〇オミクロン株対応２価ワクチンの接種

　・重症化リスクがあると判断されている方、重症化リスクがある人と接する機会のある方、諸事情でできる限り感染を避けたい方、発熱やのどの痛み等自覚

　 症状のある方は、外出について慎重に判断するようお願いします。

　・マスクの着用を徹底するとともに事前に検査やワクチン接種を行てから参加し、発熱やのどの痛み等の自覚症状のある方は参加を取り

　 やめるようお願いします。大勢の人や大声を上げるイベントへの参加は特に慎重に判断したください。等々

　・大人数での会食は、必要性を十分検討し、やむを得ず行う場合は、感染防止に細心の注意を払うようお願いします。

名10

内容

担当

参加者

会議名 市（部・課長）職員研修

場　所 市役所本庁３階会議室日　時 2023/1/27

介護予防体操スタッフ、相談センター職

員

　楽だら体操教室を安全に実施するためには、体操スタッフの働き

かけが大変重要になります。そこで、各体操教室の注意点や、新型

コロナウイルスの感染対策の徹底について情報交換をし、参加者が

安心して参加できるようにするための話し合いを行いました。

　来年度に向けて、３月頃からに各体操教室を

回り、令和５年度の体操教室申込書等の書類を配布

する予定です。新たに体操教室への参加希望がある

方は、相談センターへまずご一報ください！

若年性認知症について

地域支援推進員

　静岡県福祉長寿政策課地域包括ケア推進室が開催した研修
会に参加しました。若年性認知症の当事者とその家族のお話
から、元気に活動する認知症本人との出会いが、当事者やご
家族が、より良い暮らしを考えていくためのヒントに繋がる
ことを再認識しました。
　伊豆の国市の認知症（若年性も含めて）の支援体制につい
て、まだまだ十分ではないと感じています。今後、認知症当
事者の話を聞き、認知症施策に反映できるように、地域支援
推進員とも連携していきたいと考えています。

参加者 名

内容

123

担当 芦澤

日　時 2023/1/25

参加者 31 名 市役所部長・課長研修

内容
講演「地域に欠かせない地域医療～まちづくりのパーツ

としての医療と健康～」

杉山

楽だら体操教室実施の注意事項について

川口

会議名
順天堂大学医学部付属静岡病院/市共催

第19回　地域づくり会議

　順天堂大学医学部付属静岡病院の救急診療科竹内医師より「当院に救急搬送さ

れる高齢者の地域で予防できる症例について」お話がありました。気を付けた

い３大キーワードは発熱・食欲不振（元気がない）・ADL低下（転びやすい）

です。早期に対応することで外来通院での治療やかかりつけ病院での入院につな

げたり、救急受診後に再発予防や重症化予防が大切です。

　また、「帰宅支援スクリーニングシートの活用状況と課題」として救急外来石

田桃子看護師にお話しいただきました。救急搬送後、できるだけ多くのケースに

スクリーニングシートを行い、地域での生活において課題と思われることを精査

し、地域につなげていく取り組みを紹介していただきました。

内容 救急外来の現状と地域連携に向けた取り組み

　伊豆保健医療センターの総合診療科長 清水啓介医師を講師に迎え、医療

専門職から見た超高齢化社会に対応したまちづくりを研修テーマに、演題

「地域に欠かせない地域医療～まちづくりのパーツとしての医療と健康～」

の講演が行われました。

　講演は、清水医師の前勤務先の佐久総合病院の理念や活動、伊豆の国市の

医療・介護の現状や課題、伊豆保健医療センターの在宅医療と地域活動、専

門職の責務や伊豆保健医療センターの目指すまちづくり等を資料を使い、分

りやすく説明頂いた。また、目指すまちづくり実現のための様々なセクター

との協働の働きかけがあった。

担当 担当 沖出

場　所 Zoomミーティングにて

参加者 約215 名
医師、消防署救急隊、歯科医師、薬剤師、看護師、

ケアマネジャー、訪問看護師、医療機関相談員、

地域包括、行政　等

大仁庁舎2階　第1会議室2023/1/13 場　所WEB参加

介護予防スタッフミーティング会議名

日　時 日　時

認知症総合支援事業連絡会及び認知症地域支
援推進員現任者研修会

2023/1/27 場　所

実施名

　・旅行などには、事前の検査やワクチン接種を行ってから外出するようお願いします。

『

対応」のために、包括、行政として「できること」「できないこと」について話し合いを行いました。


